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1. はじめに 

近年,インターネットでは動画や音楽,テキストなど色々な

コンテンツが配信されている．これらのコンテンツは年々増

加し,今後も増えていくと予想される．従来の IP 通信方式

ではトラフィック量が増加し,消費電力が増える. 

そこで,CCN(Content Centric Network)[1]と呼ばれるコ

ンテンツ指向のネットワークが提案されている. CCN では

従来の IP 通信とは異なり,IP アドレスではなくコンテンツ名

を元にしてコンテンツにアクセスを行う.またルータにコンテ

ンツをキャッシュすることによりトラフィック量を削減し,消費

電力を削減する効果が期待されている．また,ユーザがコ

ンテンツを取得する際にはルータに FIB 情報(Forwarding 

Information Base)を登録する必要がある.そのためには、コ

ンテンツ情報(広告パケット)が必要である.しかし,コンテン

ツが増えれば増えるほど広告パケットが増えるため,本研究

では,広告パケットの削減方法について検討する. 

2. 提案方式 

従来方式では,コンテンツがサーバに登録されるとサー

バはルータにコンテンツの広告を行う.ルータが広告を受

信すると広告が登録されているか確かめ,入力されたインタ

ーフェース（IF）以外の IF に広告を転送し,ルータに FIB 情

報を登録する.従来方式では広告を全 IF に転送するため,

無駄な広告が発生する.提案方式(図 1)では,広告を転送

する際に特定の IF のみに広告の転送を行う. 転送する方

式として,IF番号を設定して,優先度を決める方法やト

ラフィック量により優先度を決める方法などが考えら

れる. 

 

 

図１ 提案方式の例 

 

3. 実験内容 

従来方式と IF の優先度を変更した案 A と案 B で,ネット

ワーク内の広告転送数を比較し,提案方式の有効性を確

かめる.実験で使用するネットワークトポロジは格子型を使

用する.ノード数は 3×3(9)～10×10(100)とする.IF の優先

順位を案 A は,左方向,上方向,右方向,下方向の順とする.

案 B の IF 優先順位は,左方向,右方向,下方向,上方向の

順とする.  

4. 実験結果 

実験の結果を図 2 に示す.横軸をノード数,縦軸は,広告

パケット転送数を示す.提案方式による広告パケット数は,ノ

ード 3×3(9)の時の従来方式に比べた案 A で 15%増,案

B27%減となった.またノード 9×9（81）の時は,案 A5%増,案

B42%減,となった.これらから案 B は従来方式に比べて広告

パケット転送数を最大で約 42%削減することができた. この

ことは,案 B は案 A に比べて登録済みルータへの広告パ

ケットを少なくできたためと考えられる. 

 

図 2 広告パケット転送数の比較 

 

5. まとめ 

今後の課題として,異なるネットワークトポロジや,ノード数

や,インターフェースを増やした場合の検討が必要である. 
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